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「ス ピ ン グラ 界を中心 と した新 し い 秩序相」報告

19 ．リェ ン トラ ン トス ピ ン グラ ス FexMn ！− xTiO3 （x ＝ O．60，0．65、O．75）に対 す る磁 場効 果
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　短距 離 ・ イジ ン グ型 混晶 FexMni．xTio3 の うち 、
　 x ・ e．60

，
0．65

，
0．75の 試料は 、 常磁性体か ら反

強 磁性体 に転 移 し、 さらに 低温 で ス ピ ング ラ ス へ と リェ ン トラ ン ト転移 をす る 。 こ れ ら、 リエ

ン トラ ン ト転移 をす る試料 にお け る磁化の 磁場依存 性 に っ い て 調べ た 。

　測 定磁場 を増 加 させ て い くと 、 反強磁性体へ の 転移を示 す帯磁率の 山は つ ぶ れ る 。 この 帯 磁

率が 山を作 る温度を TNとす る と、図 に示す よ うに、　 TNは 磁 場の 増加 と共 に低 温側 に 移動 し、あ

る強 さ以上 の 磁場 中で は 消失 して し ま う 。

一
方、 xZFC と xFC との 間 に差が 生 じ始め る温 度丁。 は

磁 場 の 増加 と共 に 上 昇 し 、 ある 磁 場中で は T、 と TNは
一致 す る 。 さ らに 磁場 を増加 させ て い くと、

Tgは 今度は急激 に 低温側に 移動 し て い く 。 こ れ ら の 現象 は 、全 て の リ エ ン トラ ン ト転移を示 す

試料 に共通の 現 象 で あるが 、 Feと Mnの 濃度が近い 試料 ほ ど 、弱磁場 中で Tgと TNが 一致 し 、　 TNが

消失す る 。 こ の こ とか ら 、 FeとMnの 濃度が 近 く、系の フ ラ ス トレーシ ョ ンが 大 きい 試料ほ ど 、

外部磁 場 に対 して 系が敏 感 に応 答す る こ とが わか る 。

　 こ れ らの 結 果 か ら 、 リェ ン トラ ン ト転移 をす る 試料 は 、 巨視的 には 、 磁場 を増 加 させ る に っ

れて 、反強 磁性 体 を示す温 度 領域が 小 さ くな り、あ る 磁場 中で は、反 強磁性体領 域 は消失 し、

常磁 柱体か らス ピ ン グラ ス に転移 す る と考 え られ る 。 しか し、 1．5Tの 磁場中で の メス バ ウア ー

ス ペ ク トル は 、零磁 場中で の ス ペ ク トル とい ずれの 温度 にお い て も大 きな 差が 認 め られ ず 、 微

視的 な 性質は 1．5T以 下の 磁場で は変化 し て い ない 。今 後、磁場の 増加 によ っ て 反 強磁性 的 な 長

距離 秩序が どの 様 に変化 して い くの か を調 べ るため に 、 中性子 散乱の 実験 を行な う予 定で あ る 。

　以 上 、FexMnt −
× TiD3系 で 実験 的 に 見い

だ した 、磁 場の 増加 と共 に Tgが 上昇 しTtl

が 減少 す る とい う振舞い は、北 谷 ・富下

に よ る、フ ラ ス トレー トしたイ ジ ング ス

ピ ン系にお け る反 強磁性相の 磁場に よ る

変化 と定性的 に一致 す る 。 こ の よ うな Tg、

TNの 磁場依存性は、強磁性体か らス ピ ン

グ ラ ス へ 転移 す る物質で は観測 さ れ て お

らず、反強磁性体か らス ピ ン グ ラ ス へ 転

移す る場合に の み生 じ る現象で ある と 考

え ら れ る 。
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　 x ＝ O．65の 試料にお け る Tg
、
TNの 磁場 依存性
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